
部局別業務棚卸一覧表  (消防本部）

成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額
第３次秋田市行政改革大綱
の実施項目達成率 40% 80%

２，９３２，２７６千円

上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

意欲を持って業務を遂行でき
ていると思っている職員の割
合

未実施

75.0%

２１０，４０８千円

職場環境整備業務

　（総務課　庶務担当  ）

職員が健康で安心して職務に専念でき
る職場環境を整備する。

２１０，４０８千円

地域住民が消防団を頼りに思
う割合
（２０歳以上アンケート）

未実施

75.0%

１２６，１２０千円

消防団活性化業務

　（総務課　庶務担当  ）

消防団員の確保と団員が活動しやすい
環境を作り、消防団員の維持と活性化を
図る。

126,120千円

部局重点活動目的（H17年度） 部局重点活動目的設定理由
従事職員総数

1

自己能力を十分発揮し、意欲的に職務を遂
行できる。

地域に密着した消防団が街を守る。

16人

16人

療養休暇を取得した職員の
数

１２人 0人 （１）自己の自主健康管理を支援する
（２）共同生活における健康管理の徹底をは
かる
（３）働きやすい職場の環境整備
（４）公務災害の防止と対応
（５）職員の能力を高める
（６）適正な人事による執務遂行の円滑化を
図る

（３）全職員が情報を共有出来るよう、パソコンを計
画的に整備し、ネットワークを構築する。
（５）自己評価システムの試行
　・　さらに充実した職員研修と適正な人事活用の
実施

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

現有の消防力を維持し、市民の生命、身体、および財産を災害から守るため、職員の消防活動
能力を高めるとともに、消防団活動の活性化など消防力の強化と、機械装備の近代化を図り、さ
らには現場活動の安全性確保のため、消防・救急車両等の計画的更新を実施する。

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

３５３人（消防長１，次長２，
課署長・参事１１,課長補佐・副
署長１４，課員・署員３２５）

従事職員総数

従事職員数

５人

2

延べ活動団員数 １４，９０６人 １５，０００人 （１）消防団員を確保するための広報活動の
充実、消防団に入団、活動しやすい環境づ
くり

（２）消防団の活性化支援対策

（１）官公庁を含めた大規模事業所への消防団活
動の理解と協力要請
（２）地域の行事等への積極的な関わり

５人

 平成16年度（前期）行政経営会議用   様式１

第１０次秋田市総合計画および第３次秋田
市行政改革大綱に基づき多様な災害へ対応
出来る消防力の整備を図る。
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

死傷者数 52人（死者７人
傷者４５人）

0人

58，946千円

警防業務

（警防課　警防担当）

即時対応可能な出動態勢の維持、現場
活動時の装備・施設等の整備により、消
防体制の強化を図る。

58，946千円

延焼率（全焼・半焼棟/全類焼
棟）

15%
(4/26)

0%

76，033千円

装備施設業務

（警防課　装備施設担当）

所有車両・消防庁舎等活動拠点を常に
万全な状態に整備し、保持を図る。

76，033千円

救命率（１ヶ月生存者数／心
肺停止傷病者搬送人員）

8.06% 10.00%

２０，０７６千円

救急業務

（ 救急課　救急担当  ）

市民の健康な生活を守るため救急患者に対
し、適切な救急処置を行い医療機関へ搬送
する。

20,076千円

市民の健康な生活を守る。

5

心拍再開率（心拍再開者数
／心肺停止傷病者搬送人
員）

32.23% 40.00%

９２人

(1)救急業務の高度化を推進する
(2)メディカルコントロール体制の充実を図る
(3)救急活動指揮支援する
(4)応急手当普及啓発を推進する
(5)救急統計の作成
(6)救急業務の感染事故等の対策を図る
(7)患者等搬送事業者の認定と指導

（１）雄和地域への高規格救急車の導入
（２）気管挿管を行うための病院実習

92人

あらゆる災害における人的物的被害を軽減
する。

50人

3

延焼率（全焼・半焼棟/全類焼
棟）

15%
(4/26)

0％
危機管理体制構築における消防力の整備
（１）消防水利の新設、修理を行い水利の充
実を図る。
（２）災害活動を支援するために各種装備品
の整備を図る。
（３）緊急援助体制の整備を図る。

　新市における消防力の検討の推進
（３）国民保護法制に関する検討

50人

市民を火災等各種災害から守る。

48人

4

走行（活動）中事故件数
２件 ０件

消防車両・活動拠点の整備更新
（１）所有車両の点検整備を充実する。
（２）計画的に車両を更新する。
（３）署所の統合及び庁舎維持管理

　新市における車両更新計画の見直し

48人
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

出火率
（人口１万人あたりの出火件
数）

３．２ 件 ３．０ 件以内

３，３１０千円

予防業務

（ 予防課　予防担当 ）

火災予防意識の向上を図る。 １，７３８千円

火災調査業務

（ 予防課　調査担当 ）

複雑多様化する火災原因を究明し、そ
の調査結果を広く市民に情報提供する
ことにより類似火災を防止する。

１，５７２千円

事故発生率（人口１万人当た
りの事故件数）

０．４１件 ０件

１，１５０千円

危険物業務

（ 予防課　危険物担当 ）

危険物災害を未然防止する。 １，１５０千円

　火災による被害の軽減を図るため、火災を
予防する。

１２１ 人

6

改善率
１８％ ３０％

(1)防火指導の徹底
(2)火災予防に関する広報の充実

（２）住宅用火災警報器の設置推進のPR

６１人

(1)市民に適時適切な情報を提供する
(2)火災情報収集体制の整備充実

６０人

危険物災害による被害の軽減を図る。

４人

7

火災原因不明率
（原因不明件数／全火災件
数）

２１．８　％
１０ ％未満維
持

（１）危険物施設の保安管理体制の指導徹底
（２）危険物に関する広報の充実

（１）査察実施件数を増やす

４人
8

事故発生件数 １３件 ０件
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上位目的（部局目的達成手段） 成果指標 実績（H１５） 目標（H17)

予算総額

業務名称

No. （課所室 担当名）

担当業務目的（上位目的達成手段） 予算額

Ｈ１６主要事業 Ｈ１７見直し案の要旨

他部局関連施策

成果指標 実績（H１５) 目標（H１７）

従事職員総数

従事職員数

対応率 100.0% 100.0%

42,010千円

通信指令業務

（ 指令課  ）

１１９番受信時、消防指令システムを円
滑、かつ能率的に運用する。

42,010千円

消防業務における通信連絡体制を迅速、か
つ的確に処理して消防活動の効果的運用
を図る。 １７人

9

１１９番の受信から指令までの
時間 １分 １分

（１）１１９番の受信と確実な出動命令
　・　応急手当の口頭指導の強化
（２）システム機器の整備と効率的な運用
　市町合併による広域化に伴う無線の不感
地帯解消を図るため、無線中継施設の設置
にむけ電波伝搬調査および設計委託
　市町合併に伴い通信指令システムの一元
化を図るための、システム改修の設計委託
（３）効果的な広報活動

（2）無線中継施設の設置
　　通信指令システムの改修

１７人
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